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「風の人」５号（通巻 1３号）ＴＨＥ ＭＡＮ ＩＮ ＴＨＥ ＷＩＮＤ 

 Fｒｅｅ！SHIROSAKI 

１ 風の人  タクラマカン砂漠の風はどんな味がするのだろう 

２ Ｎｏ５（通巻１３号）   ‘９８．４月号 

３ 9８年４月３０日発行  年間購読代千五百円 

４ 城﨑さんと共に浮かぶ会・神奈川 

５ 郵便振替  ００２６０・４・８６０３３ 

６  東京都港区新橋２−８−１６石田ビル４Ｆ       救援連絡センタ− 

７  川崎市幸区古川町６６                  関 博明 

８  大和市大和東３−３−７〜２０１（０４６２−６１−８４５０） 桧森孝雄 

 城﨑さんへ風の香りを乗せたシグナルを 

 城﨑さんはテキサスへ移りました 

  四月半ば、城﨑さんからお母さんへ手紙が届いたとの知らせが入りました。その後どうしてい

るのか、郵便物の幾つかが返送されていた中での便りでしたから一安心です。どうも無一文の状

態でオクラホマに送られ、そのままテキサスへ移されたようで、切手も封筒もなく同房者からもらっ

てようやく手紙したようです。 

  ２０日過ぎ、もう一通の手紙が城﨑さんから届いたとの知らせが入り、少し詳しい事情が伝わ

ってきました。城﨑さんの新しい住所は次の通りですので、風の香りを便りしてくだされば、と思っ

ています。日本語でも英語でもかまいません。 

  新住所（Ｎｅｗ Ａｄｒｅｓｓ） 

Ｍｒ．Ｔ．Ｓｈｉｒｏｓａｋｉ 

＃ ２０９２４−０１６ 

Ｕ．Ｓ．Ｐ 

ＰＯＢｏｘ ２６０３０ 

Ｂｅａｕｍｏｎｔ．ＴＥＸＡＳ 

７７７２０−６０３０ 

Ｕ．Ｓ．Ａ 

 城﨑さんとの通信が確保されますように 

  昨年 11 月の有罪評決以降とくに、日本の救援会からの手紙類は入りにくくなっていました。11

月の集会アピ−ル文も今年になってようやく城崎さんの手に渡ったことが確認され、集会で書いて

いただいた寄せ書きと１１月集会を受けてまとめた救援方針文書とは今なお城崎さんへ渡ってい

ないことが確認されています。城﨑さんからは今年１月の大阪集会へのアピ−ルが届いていない

ことは、前号でおしらせした通りです。城﨑さんのＮｏ．を付した今年の手紙は数はそろっています

が、中身がそろっていないのです。３月に入って送られた手紙類では、城﨑さんが入手できたと確

認できたのは救援会以外の２通のみで、「転居先不明」や「名あて国から返送理由が明示されず

に返送」が相次いできました。 

  こうした通信状況の一端からしても、米国政府の姿勢は明らかです。通信や獄中処遇を巡って

http://d.hatena.ne.jp/keyword/%A5%BF%A5%AF%A5%E9%A5%DE%A5%AB%A5%F3%BA%BD%C7%F9
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%C0%EE%BA%EA%BB%D4
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%C0%EE%BA%EA%BB%D4
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%C0%EE%BA%EA%BB%D4
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%C0%EE%BA%EA%BB%D4
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%B8%C5%C0%EE%C4%AE
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%C2%E7%CF%C2%BB%D4
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%A5%AA%A5%AF%A5%E9%A5%DB%A5%DE
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%A4%AB%A4%E9%A4%B7
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実に様々な訴訟が相次いでいる米国事情を知るにつけ、生活の権利は闘い取るものでしかない

んだなあと改めて思い知らされています。 

  他方、城﨑さんは弁護士のタッカ−さんへ所持品（金）の送付を依頼したところ、急ぐ必要もな

いとの返事をもらったようです。とりあえず、百ドルだけマネ−・オ−ダ−で救援連絡センタ−から送

ってもらったのですが、これが受取拒否されるようだったら別の方途を手立てしたいと思っていま

す。なお、在米の人権活動家の一人からは、城崎さんがタッカ−さんを弁護人としているのは恥で

あるとの手紙をいただいており、有罪評決以降の城﨑さんの孤立状況を憂慮しています。 

  様々な障害と課題がますます明らかになってきていますが、裁判の要である「被告−弁護人−

救援」の関係を創りあげていくために、今一度、城﨑さんとの交通を確保したいものだと願ってい

ます。皆さんからの知恵と力をお待ちしています。 


